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         〔第二回化學研究所講演會二於ケル研究報告要旨)
 人造絹糸の強度増進の方法を研究する事は今日人絹の改良上最重要な問題の一つで
ある此問題は種 々な方面か ら講究せ らる可きもので原料か ら製品になる迄の化學的並
に物理學的慮理の方法に關係する今日未解決の貼は甚だ多いが然 し確定的に知 られて
居る事 も相當にある。
 i欠に述べや うミ思ふ所は紡糸の際の機械的虜理によるものであるQ從 來孚凝固糸を
引伸streckenば すS糸 の強度が著 しく改良せ られる事が能 く知 られて居る此は銅絹
にThieleの 方法ε して慮用せ られヴィスコース絹に もstreckenの 意味が紡糸の際
に加味されて居 る強度増進は乾燥駄態に於てのみではな く漁潤歌態で も表はれるか ら
實用上債値があるR.0.HerzogはX線 スペク5Yム の研究で此様にstreckenし て
作つた糸では分子の配列が規則正 しくなつて居 る事を確めた。
 私が今述べや うミするのはstrecken以 外に摩擦Reibungが 著明な影響ある事であ
る此はstrecken S同 時にReibun9が 働いて分子の配列を一暦規則正しくするか ら
だε考へ られ るc
 例へば囲の様な装置を使ふて硝子導 子Qの 位置を段 々右に移 して見るS次 の様 に糸
の強 さが増加する伸長度は反封に減少する。
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 ヴイスコースの種類
  番 號熟繭 ⑳位置轟 箔 爾 講響犠
  ち   1.   17     1    6.48   1.26    16.0    190C   65%
            2      6.48     1.42      11.5
            36.481.5亘 7.0
            4      6.48     1.17       6.3
                (63)
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  ぬ  II.  19     1    7.02   1.30    16.4    170C   68%
            2     7.74     1.50     14.9
            3      7.38     1。68      13.0
            4     7.56     1.85     12.O
  n I. 9  1 5.76 1.67 12.4 '18℃ 71%
            2      6.12     1.83      10.2
            3      5.58     1.90      10.0
            4     5.40     2.00      8.4
 此影響はQの 位置を移す爲摩擦の接腸面を大きくした爲で摩擦面が全一であるなれ
ばQ或 はPに 於ける引張 られる方向或は孚凝固糸に張力のか5る 長の影響でない事が
 澄明せ られるし
 摩擦面を大き くするにはQの 位置を髪へな くε もよい硲 子棒の太 さを替へて もよい
又第四囲の様に引て もよい但 し此揚合Q・で引かれtも のが最強い糸を與へ るc
 此方法を實際 に慮用する揚合にQの 位置を     第  四  圖
移し鄭 太い棒鞭 ふ峨 る制限力sある働 q・
, ・。 Q,
摩擦面を大き くするS糸 が切れて紡糸する事
は出來ない又假令辛ふ じて紡糸する事が出來      τ==二 二.二
て も饒 りに摩擦の度の過ぎた ものは却て弱い
 其故に適當な棒の太 さ及位置は揚合に慮 じ
    第  五  圖      て定 めなければな らぬ此はヴ イスコースの
  c・・v  ・           性質凝固浴の性質郎 ち成分、温度、距離、紡卿
0! ¢3 タ6一 一      糸歴、紡糸速度等に關係する筈である。
 綱 じ備 の下で紡糸 しヴ… 一・蝋
 成度の關係を示すε次の様である。
                  Qの 位置は圖の如 く0,1,2,3,等 にて示 し各
の間隔は2cmで ある。
 (イ)は 糸の太さ(d)(o)は 強度(9'd)(ハ)は 仲張度(%)を 示す。
                 ( 64 )
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  熟 成 日 激 ⊥ ρ_」__、 ___乙__ ⊥ __長L_、  移動距離cm  イ ロ ハ  イ ロ ノ、 イ ロ ノ、 イ ロ ノ、 イ ロ ハ
    0      15.1 1.0635.O II.3 1.51 24.6 11.3 1.53 12.0  8.3 L69  9.8  6.8 1.31 9.0
    2   紡 緯 田來 す  〃 1.6120.OI2.61.6611.:S 8.61.767.2 8.1L4865
    4t!L3415.6
    6          紡 緯 出來 ず 13.71.727.0 7.OL795.08.31.593。8
1
    10                                        ゲ  2.03  5.2  〃  L67 3.8
    14                            12.4 1。77  6.0  7,02,07  5.5  ノ L50 3.6
    16               11.91.474.4       紡 繰 出來 ず
    18                            紡 綜 出來 ず    7.02.03  5.5
    20                                            ゲ  L93  5.8
    22                     紡 線 出 來 ず
 表 か ら知 ら る ・機 に ヴdス コ 一ース の 熟 成 が 進 む に つ れQが 多 く右 方 に 摩 擦 面 の 大 い
様 に 移 して も糸 が 引 け て 糸 の 強 さ も増 大 す る 、.然 し飴 く 右 に 移 し て 糸 が 引 け な くな る
直 ぐ手 前 に 出 來 ナこ糸 の 強 さは 却 て 悪 い 。
 各 熟 成 日 数 に 於 て 最 高 の 強 度 を 與 ヘ ナこ移 動 距 離 は 次 の 檬 で あ る 。
    H{1愚 ∴1;i∴ 三
 此關係は前に も述ベナこ通 り種 々の條 件に支配せ られる例へば凝固浴の成分をかへる
S一ヒ表 εは違つナこ關係が見出される筈である。
 以上の様に紡糸の際引張strecken以 外に摩擦Reibungが 重要な意味ある事が知 ら
れた詳細は富久氏の次の報文を参照せられたい。
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              正  誤  表
  頁    行 誤           正
  序    3事 問         導門
二 蕩 嚢襲   雛 義
  8   衷3 irou          iron  
9      zs d,elhujor            d,Elhujor
  ,,      17  molebdenum          molybdenum
  ,,   24 csr川m         ce珊m  
"  24Bezelius     Berzelius
  "   25Wollastor      Wollaston .
  "   26Wollastor      Wollaston
  "   27Wollastor      Davy  
"  32Cemt・r'§    Curt・ 圭s
 Io   6terbinm     terbium
  rl    7 terbinm         erbium  
,,    8 Uaus          Claus  
,,  XI Crovkes     Crookes  
,,.    13 Boisboudron        Boisbaudron
  "   14Marignae      Marignac
  ,,   Ig praseodimdum     praseodimium 
,,   21Marignae      Marignac
  ,,  22Boisbandron    Boisbaudron
  ,,  23Boisbandron    Boisbaudron
  ,,     26 Ree(lleigh           Rayleigh  
"  28Demarcay   Demargay
l1 理 脇 再、,  坐醐 謙
  ,,   18組 繊中に        組織申に           コ                                                        の
  ,,   23 Hが が多いために    Hが 多いために 
33     18 蒸氣漁鍵           蒸汽罐
36    13 蒸氣鍵          蒸汽纏
 37     13 蒸汽錐i           蒸汽纏
41  末行nは 重力圏内の  :  r」211重力圏内の
63   圖 第一園        第一・wa
 65  本女2 絵く右に移 して     絵り有に移 しては66    
17 につて供つて       に依つて
 67       13  註 (1♪               (2)68  
1coco butter    caca。      '
 69                                欄タトに  *.Elこ異性瞳 准力露ふ
70  第二圖 ピクヂン       ピリヂン
71大 豆油2Linoleo-dilimolenin  Linoleo-dilinolenin 
,, 蝋油5 Triolenin        Triolein 
7乞 鱈肝才肉 5 C重upanodono-aracn{dono幽Clupanod◎no暉arachidono- 
,, 鱈油3 dromibe        bromide 
,, 錬浪2 Linoleo-dizomarin '  Linoleo-dizoomarin 
" "4Tryceto王ein    Triceto夏ein
75   14雌          比         ・
93    2藥 晶添加加、熱     藥晶添加、加熱
99  表題1 昇i華に依つて      昇華に因つて
101    7 孜細         .仔 細
 ,,   22 討算によれるつて奥へ  計算によつて興へられる覆の          ら環の
1◎5    20 光學誘導盤       臭素誘導艘
1ε憲 ・ 、9騨懲 瀞  騨 鷺肝
